
京

都

府

立

園

書

館



で

畿

指

図
書
館
じ
対
す
る
世
人
の
認
識
の
向
上
と
、
本
織
の
た
‘
校
持
設
の
拡
克

と
は
あ
い
ま
っ
て
‘
・
本
・
年
度
も
擁
準
の
詑
鋒
を
報
告
山
悦
楽
る
ニ
と
は
字
で

あ
る
。本

年
度
に
於
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
‘
多
伊
?
の
希
望
で
あ
っ
大
地
方
分

譲
が
、
峰
山
.
宮
津
‘
綾
部
に
開
設
せ
ら
れ
た
こ
と
ち
設
に
心
不
館
内
に
於

て
，
学
生
自
由
開
寛
室
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

…
十
鶴
材
十
議
会
兆
較
し

と
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
以
上
山
山
数
字
令
男
女
製
に
悦
ぬ
る
と

一
本
鈴
一
海
原
町
分
館
一
伏
見
分
館

努

一

六

九

d
N

一

ぺ

七

M

m

一

六

五

%

女
一
一
一
-
一
%
一
一
一
一
一
%
一
一
一
一
五
次

ψω
ル}*

日
一
小
均
八
千
八
人
の
冷
却

Z
‘

利

用

本
年
箆
一
年
間
の
利
山
者
総
数
は
、
実
捨
参
万
五
千
七
百
頭
十
一
名
で

本
樟
創
立
以
来
の
議
高
の
龍
錯
令

γ

治
し
た
9
m
費
蕗
丈
濠
仙
波
に
地
方
分
鵠
利

問
者
数
令
除
く
J
い
牛
小
そ
の
利
治
指
令
に
説
て
議
去
数
手
掛
仰
の
数
字
ふ
も
あ
け

て
問
揃
サ
る
と
、
究
の
よ
う
な
発
壊
の
あ
ど
令
鈍
る
こ
と
が
で
念
る
。

一
一
…
丸
、
二
O
一
冬

二
へ
も
ム
ハ
九
七
名

一
九
二
季
五
九
セ
翁

九
七
、
一
一
一
七
九
名

一
二
七
、
七
七
ぷ
冬

一
七
七
、
ヘ
ヤ
九
問
問
冬

二
一
一
一
五
も
七

m
・名

者

叉
‘
之
e
q
職
業
別
加
に
み
る
と

一
本
館
一
河
原
町
玄
関
一
伏
見
分
館

一

綾

一

一

…

0

%

一

五

二

%

一

コ

O

M

事

役

一

へ

0

.

%

一

例

八

%

一

A

O

%

殺
害
構
成
に
於
て
、
ふ
設
槌
奈
の
類
守
主
と
し
て
ゐ
る
河
原
町
分
館
の
韓

色
が
，
こ
の
数
字
に
識
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
本
館
と
伏
見
分
館
と
は
議
繋

的
公
共
殿
舎
続
的
…
綾
的
媛
向
L
T
示
し
て
ゐ
ゐ
に
対
し
.
抑
制
郎
町
分
鎮
は

む
し
ろ
…
毅
人
め
刷
物
川
狩
が
学
生
の
数
冷
地
肌
総
し
て
ゐ
ゐ
の
で
あ
る
。

酬
明
和
十
二
年
度
内
戦
時
間
}

昭
和
刊
二
十
年
皮

締
和
二
十
一
年
度

昭
和
二
十
二
年
度

昭
和
一
一
十
一
一
一
年
度

昭
和
二
十
問
年
度

岡
崎
和
二
十
五
年
度

本
年
度
の
利
川
者
数
の
内
訳
は

叩
同
一
一
*
鵠
襲
撃
制
約
m
m
の
裁
誕

本
年
壌
の
本
舶
総
裁
也
市
闘
に
つ
き
、
そ
の
利
川
脱
況
を
昨
与
と
比
較
す
る
と

二
万
五
千
七
首
二
十
一
輝
み
そ
按
加
し
、
総
数
凹
十
四
万
二
千
一
二
百
コ
↓
十
婚

と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
日
の
取
教
知
数
は
平
均
千
二
百
五
十
二
勝
‘
一
人
一
令

均
羽
川
山
知
数
は
二
、
七
六
滞
と
な
っ
て
ゐ
る
。

い
ま
も
こ
れ
会
蜜
詳
の
謹
類
に
別
ち
‘

%'e倍
以
っ
て
一
ぶ
す
と

一

本

鎗

一

河

原

町

分

銭

一

俊

え

分

館

合

計

制
刷
用
者
数
=
間
六
、
二
九
二
一
関
側
、
4
m
m
m
A
一
問
問
問
、
一
丸
O
一
一
一
一
一
一
一
五
、
七
問
問
一

開
館
H
H
敬
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
二
七
一
二
七
叩

一
日
平
均
一
附
間
五
六
一
一
向
。
一
六
一

-
V
M

況
八

護士宗哲車窓

事守護主祭

戸長 i等教

紫雲設資言己

一一一、六一

六
、
六
O

一
、
七
一
一

九
、
問
一
一



法

政

終

務

剖

縫

製

工

獄

事

融

商

嬢

衛

生

嵐

均

衡

講

義

文

祭

誘

惑

脳
沼
市
民
・
地
譲
・
簿
記

児

童

溜

議

担

割

問

機
ふ-
望
"

ヘ
、
八
七

一……;一一九

一、

A
五

六
、
一
O

一
八
、
九
気

一
o、
附
間
七

一
問
問
、
ヘ
ム
ハ
，

閥
、
問
。

は
.
か
恥
似
て
川
町
態
護
で
あ
つ
に
が
二
十
五
年
八
、
月
七
日
か
ら
、
と
り
あ
え

今
学
生
ん
仙
械
の
に
め
自
由
欝
寛
事
司
令
投
け
に
。
側
副
委
は
議
夜
約
二
千
四
百

織
で
そ
の
遜
学
は
新
た
に
欝
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
常
に
‘
良
蓄

の
線
充
---C
新
練
代
謝
に
留
意
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
朝
間
問
者
も
極
め

て
多
く
珠
に
七
蝶
.
内
側
哨

ω一
向
日
は
二
百
名
に
議
し
て
ゐ
ゐ
。

}ood沖

氏

、

完

鷺

謹

一
返
来
，
市
内

ω各
学
絞
め
罰
委
館
が
次
第
に
充
実

ω議
題
に
向
っ
て
ゐ

る
と
は
い
"
守
克
童

ω要
求
を
十
分
に
満
足
せ
し
め
る
に
は
未
だ
轄
遣
い

の
み
な
ら
歩
、
本
舘
の
鬼
意
擦
と
し
て
は
‘
叉
、
独
自
の
使
命
を
有
し
て

ゐ
ゐ
の
で
今
後
更
に
一
勝
の
完
奨
ぞ
期
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
ふ
。
今
年
祭

実
施
し
に
の
は
、
毎
週
土
端
日
に
敬
育
験
薮
，
紙
芝
居
な
芝
ぞ
見
せ
‘
支

持
月
一
同
読
書
会
令
か
ね
た
子
供
会
脅
開
会
党
議
の
読
書
力
の
捺
成
に
学

技
銭
と
協
h
H
ω

態
勢
令
と
っ
て
来
た
。
父
、
春
秋
二
援
に
新
関
紙
，
及
び

中
市
内
の
党
議
文
化
随
体
と
の
揚
々
に
よ
っ
て
子
供
大
会
ぞ
際
催
し
た
。

回

、

頭

警

本
年
度
み
一
館
の
議
入
構
饗
締
数
は
一
万
一
一
一
千
五
百
九
十
七
加
.
寄
贈
ぞ

う
り
に
も
の
百
一
一
一
十
九
知
計
一
万
三
千
七
百
三
十
六
援
で
あ
っ
た
。
と
に

対
し
て
設
損
、
亡
失
等
に
揺
る
緯
籍
知
数
九
一
段
一
二
十
一
滞
令
差
引
く
と
、

本
年
度
鶏
増
加
加
数
は
(
万
二
千
八
百
五
節
と
な
る
。

議

書

の

内

訳

本
働
時
穏
渓
占
器
官

洋

書

留

貸

出

文

湾

海

原

町

分

館

俊

民

地

分

抽

問

地

カ

分

鈴

総

務

副

一
六
人
、
六

O

-
七
、
滋
二
九

一
七
、
一
一
一
二
七

一
一
一
、
照
一
五

一
一
九
五
九
一
一

士
二
一
銭
余
計
〉
問
、
一
一
一
五
災

3
0
M
て
ん
ニ
ヘ
婚

七
、
本
鵠
鰭
麗
貸
出
文
雄

本
年
度
に
於
け
る
紫
尚
文
庫
の
利
問
題
体
畿
は
首
二
で
あ
り
、
貸
出
回

数
は
延
三
百
八
十
六
躍
で
、
羽
田
川
勝
数
は
一
万
二
千
三
百
七
十
五
加
じ
上

っ
た
。
利
用
闘
体
中
最
も
多
い
の
は
青
年
間
体
で
二
百
七
回
問
、
戎
は
官
公

署
の
六
十
問
、
学
械
の
四
十
回
が
之
に
続
い
て
ゐ
る
。
え
と
や
地
域
践
に

見
る
と
京
欝
市
内
の
百
五
十
七
簡
が
最
も
多
く
約
字
数
に
識
し
、
突
が
緩

喜
郡
の
七
十
題
題
、
久
役
郡
の
間
十
六
問
、
懇
芥
・
都
の
一
一
十
九
回
円
溺
桑

田
郡
の
二
十
五
回
な
紳
と
が
之
に
腕
い
て
ゐ
る
。

豆
、
醐
精
鋭
自
由
腿
覧
震
の
齢
制
設

み
欝
利
問
者
の
に
め
に
、
緩
蓄
の
一
部
品
ぞ
自
由
に
関
翼
せ
し
め
る
こ
と

ト嶋

持風，



州樹ち

南

〈
一
可
制
原
町
分
館

河
原
町
川
分
間
は
二
十
四
年
六
月
六
日
切
開
設
に
か
か
り
露
来
一
一
般
市
民

か
ら
非
常
な
歓
迎
と
支
持
ぞ
う
U
、
特
じ
、
そ
の
議
蓄
が
小
設
、
題
集
を

十
+
ふ
と
す
る
と
ζ
ろ
に
特
色
金
持
ち
、
護
っ
て
学
生
よ
り
も
冶
七
ろ
一
般
人

の
科
目
の
多
い
こ
と
は
、
一
毅
公
共
閣
議
鶴
に
対
J
M
脚
内
告
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
ゐ
。
本
作
成
中
の
入
様
狩
総
数
試
問
方
間
千
九
日
臼
関
十
八
人
で
，
一

え
や
均
百
問
十
人
、
一
般
人
と
学
生
去
の
比
率
は
五
十
二
%
対
山
間
十
八
叫
げ

と
な
っ
て
ゐ
る
。

綾
取
引
地
方
分
館

宮
給
地
方
分
品
開

格
段
地
方
分
館

L
T
Z
 

丸
、
民
需
摺
翻
構
鵠
火
殺

務
和
せ
五
年
波
月
二
十
慨
は
よ
り
つ
…
日
間
余
倒
閣
書
館
大
会
が
京
都
に

仏
れ
て
鵠
穫
さ
れ
た
。
会
識
は
、
第
一
日
は
京
都
府
立
関
書
館
、
第
一
一
、
…
一
一

日
は
京
都
大
学
で
あ
っ
た
。
楽
会
者
は
七
百
名
令
越
へ
閤
書
館
界
室
前
の

長
況
で
あ
つ
に
。

やi
m 

五一二一器
内五ご.セ冷
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一 約
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六一五九'岬
二'三二七数

繍
泳

三三ニョ喜

二三六八議

八
、
会

蹴

を

ハ二
Y
状

見

分

館

伏
見
城
誌
は
ぶ
館
と
相
当
謹
離
地
に
あ
り
‘
分
館
婆
望

ω
戸
控
M
M
a
占かる

ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
二
十
五
年
こ
月
九
日
始
め
て
そ
の
希
紫
は
笑
端
惜
し

分
織
と
し
一
、
発
足
し
た
。
磁
米
!
日
々
認
焚
符
は
滋
火
附
加
令
醗
け
，
本

年
度
利
出
品
約
総
数
閥
万
間
千
五
百
ア
人
に
悲
し
に
。
ハ
内
学
生
々
捷
…
…
一
万

五
千
六
百
五
十
六
人
で
み
一
体

ω八
十
係
会
占
め
て
ゐ
ゐ
)
。

η
平
均
の

利
用
品
合
法
百
六
十
二
人
で
あ
る
。

山

内

吋

経

費

本
年
設
誌
立
額
は
九
円
州
十
.
一
万
八
千
九
百
五
十
五
円
で
あ
っ
て
、
そ

ω内
訳
は
人
件
姥
間
百
十
九
万
託
手
え
湾
出
向
、
際
課
購
入
提
主
将

六
五
二
千
十
五
丹
、
そ
の
他
門
け
い
パ
十
七
万
一
千
三
十
六
円
で
あ
る
。

(一一一
Y
地

方

分

開

二
十
五
年
七
丹
議
際
的
地
域
の
か
〈
化
的
話
料
に
譲
歩
る
た
め
此
中
ザ
地
域

の
文
化
欄
間
体
い
い
対
す
る
貸
出
令
第
…
と
し
て
鍔
設
さ
れ
に
・
も
の
で
あ
る
が

各
館
と
も
持
泌
方
的
青
年
開
体
、
婦
人
会
、
公
民
熊
ル
ゃ
か
ら
非
常
に
よ
く

活
問
さ
れ
つ
?
あ
る
。
本
年
度
利
間
関
体
数
山
内
懇
討
は
五
百
四
十
八
顕
体

で
貸
出
品
刈
数
は
一
万
七
千
五
百
六
十
二
婚
に
蓬
し
た
。



大
、
隠
銀
山
口
積
緩

中
旬
、
糊
閲
覧
状
況昭
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十

二

年

度

〈

戦

時
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ニ
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磁
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十
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七

七

五

名

協

和
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十

関
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一

七

七
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八

%

閉

門

名

(
分
鈴
の
分

m
問
問
問
、
六
七
五
名
品
混
合
む
}

〈
総
和
二
十
関
与
度
)

本

館

一

一
一
一
一
一
一
一
、
一
七
九
一

一ぺ五
六
九
髭

一一一一髭

一一一二五一

品、

一

、

総

立

三
、
本
敏
の
建
築

指

一

、

職

員

m，
議

議

* 貸
出
文
庫

海
原
蜘
円
分
鍬

伏
時
九
分
銭

ふ
t

玄
、
閲
覧
室
座
席

入
、
制
刷

1発剰

用

者

数

「

一

般

戸
児
意

綱嶋除
帽

京

都

塘

醤

立

関

本

三
国
併
潟
市
左
底
思
熊
楠
叫
成
勝
寺
町
九
J

f

電
話
議
院

jB一
一
間
近

0
4す
大
火
勢
、

明
治
一
一
一
十
一
年
間
克
一
日

開
明
治
問
間
十
二
年
二
月
一
一
日
竣
功

一
一
一
十
八
名
(
分
銭
安
念
公
)

(
昭
和
二
十
五
年
三
月
一
一
三
番
一
日
現
本
)

銭

箱

補

間

後

二

八

七

、

O
閥
へ
殺

淳

委

七

、

五

二

九

紛

一問料、

O
七
蕊
綾

=一、

O
閥
ニ
殺

二
、
穴

O
二
滞

一
九
問
問
、
一
一
九
穴
場

兇
霊
祭
一
一
一
五

穣

大

閲

覧

室

二

況

。

学

生

参

考

護

穴

O

袋
名
路
線
、
分
類
闘
綴

手守

河
間
服
蜘
町
分
鎗

一
一
一
八
、
六
六
七

五
0
・一一一%

問
問
九
・
七
M
N

伏

見

分

鍛
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0
0
八

一
一
一
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関
%

七
ヘ
・
六
%

二
七
五

開問一日一。

舘

相臨醐.

p議棚機

覧

昭
和
二
十
五
年
九
廷

日
現
在

会胸

鰭

一

、

河

波

町

分

館

、
(
中
京
区
潟
原
町
幾
鈴
猿
師
岬

九
備
管
支
成
内
〉

制
限
和
二

m
例

年

六

月

六

円

開

館

言言

積

ニ
ヘ
鐸
・

関

驚

察

慾

綴

ヨ五

O 

革襲

場

譲受

警察

、
omm
五号

事E

ー事

:t 

3立

鰯

皇室

日号

午

前

十

時

i
l、
午

後

双

降

提寺

休

言宮

指
略
発
来
日
、
滋

H

4寺'

色
一
、
繁
挙
出
向
に
ふ
執
る
ニ
と

、
懇
底
内
地
下
室
を
別
問
川
ず
る
句
唱
と
へ
賃
借
)

、
自
由
同
猿
楽
式
立
つ
録
制
刊

問
問
、
設
備
鴻
授
の
低
燦
で
め
っ
た
こ
と
(
備
時
間
焚
約
十
万
河
、
附
四
番
費

約
七
十
玄
万
潟
、

言f

へ
十
五
万
内
〉

}
説
、
滋
餐
は
よ
γ
設
、
附
絶
筆
山
り
緩
を
主
と

L
た
乞
と

六
も
利
用
者
主

L
て
は
一
般
人
の
利
用
が
多
い
二
と
〈
品
十
生
と
一
般

人
主
総
yw同
灘
中
)

二

、

伏

見

分

鈴

〈
伏
見
区
大
手
筋
義
援
郎
防

磁

和

二

添

付

十

二

月

九

日

鶴

間

鈴

伏
見
務
用
組
合
ニ
階
〉
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4

局
、
本
総
図
審
制
朝
関
川
の
紋
ぬ

制
哨
線
二
十
欄
間
年
度
の
水
鎗
同
時
警
の
刻
湾
総
級
数
は
随
一
六
、
六
O
九
法
寸

一
泊
予
均
一
、
一
一
念
況
場
、
一
人
卒
均
刻
悶
舟
数
は
最
窓
辺
・
一
m

坊
に
議
し

た
。 …nH

R
γ

均

女

子

数

側
一

C
一

、
a

ヘヘ…一%と

。

総

白

山

1

耕

紛

争

宗

教

2
歴

史

科

学

3
吋

総

会

科

学

4
自

然

務

教

5
工
学
工
築
家
事

品

産

梁

7
築

綴

欝

8
添

削

学

。

，

文

教

見

愛

物

相

朝

関

誌 言者ー雑 務(
別
問
所
後
銭
問
問
晶
体
)

名3

害警ff

告主稜室更

四

酬崎"、 需品

コ0 三
ミ3三 人

水

ん

u
“"

A
腎
U
F

ニ
・
六
%

五
・
一
%

ニ・一一一必

一九

e
O
%

一o
'
O似
周

波・一一一

M
'

m
・0
M
m

中
?
七
%

一一・

od》

一
七
・
o
u
n

一0
・0
%

六・
o
u
n

一一一、一一一

O
、d
、
0
0
0持

一
-
一
、
ヘ
九
一
一
、

0
0
0問

、
閥
七

O
、。び
O
悶 一一一一一

…
、
一
一
九
一

二
九
M

と

i1ii Ii 

1ft; 

議

道昔

撃事

3定

事

i務

首長

鵠

( (除宏分の党関商白i立競講義間務}

休

銘

.~寺

1立

滋

大

C
州
内

崎将子康一一一

o、
臨
時
椅
子
漆
穴
O
人
分

議愛

、
六

O
二

法

.It 

~ 

関

午

線

十

時

1

1

1

午

後

況

時

日

お
場
滋
金
曜
日
行

つ
繁
務
衡
に
縫
い
?
と

一
、
金
融
機
関
の
二
階
を
食
鷲
L
て
ゐ
る
二
と

開

問

、

向

日

-g援
架
ぬ
且
つ
抑
制
終

一
司
一
、
殺
償
資
の
依
燦
で
あ
っ
た
二
・
と
〈
出
向
附
湖
町
八
万
鈴
と
絡
同
額
}

流
、
将
来
約
ニ
万
鷲
怒
皮
の
岡
地
帯
税
対
に
脊
成
山
り
予
定

地

フf

分

官官

十
、
貸
出
向
文
庫

貸

出

発

一

双

O

焚

出

隊

数

関

門

九

五

貸

出

拠

地

端

数

一

五

、

一

一

一

一

一

一

般

+
・
一
、
関
鷺
待
問
午
輪
前
九
時
吋

|
j
午

後

九

時

十
一
一
、
品
開
館

n
v
毎

月

来

日

、

滋

日

十
三
、
薬
品
陥
の
施
設

ィ
、
災
餐
解
説
誘
時
総

官
、
子
供
お
話
の

A
m
h

〈
鋒
議
土
酬
明
日
日
〉

内
、
図
書
館
務
究
議
感

品
、
京
都
出
向
版
文
恵

十

問

、

予

算

〈

緩

和

二

十

災

年

度

〉

畿

綴

へ

‘

六

六

一

一

、

0
0
0悶

・内

人
開
制支ハ

協
咋
山
同
地
方
分
鈴

山
富
滞
滋
方
分
館

総

務

地

方

分

銭

zや

滋
峰
山
町
〉

七
日
万
二
十
一
日
幾
夜

六
月
二
十
三
日
鈴
掛
眠

(
蜘
内
諮
務
家
緑
町
}

〈
創
刊
奥
務
総
偶
沼
町
)

、
輔
、
れ
ら
の
地
方
は
創
刊
れ
も
蕊
都
市
よ
り
ニ
一
一
一
十
回
患
の
議
織
の
地
に
あ
り
従
来
食

七
万
十
七
続
殺
震

舎
の
俊
品
械
を
齢
制
る
旬

期
尚
文
庫
冊
減
に
総
凶
文
康
b

弘樹刷用
L
て
熔
た
が
、
A

や
留
分
館
晶
弘
鵠
阿
波
L
て
一
耐
震
滋

殺

鐙

の

議

所

後基義

道世

数

害警

祭
出
闘
の
方
法

そ
れ
ぞ
れ
の
町
立
問
問
診
鈴
に
傍
議

長

各

宮古

~ 

各
税
約
千
一
一
一
夜
場

関
体
袋
山
州
、
総
料




